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第
１
次
改
訂
版
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

　

本
書
は
、
主
に
自
治
体
職
員
の
方
に
向
け
て
、
広
範
、
多
岐
に
わ
た
る
福
祉
行
政
の
全
体
像
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
に
初
版
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
本
書
は
、
自
治
体
職
員
を
中
心
に
、
福
祉
の
仕
事
に
従
事
す
る
方
、
福
祉
を
学
ぶ
学
生
の

皆
さ
ん
な
ど
に
迎
え
ら
れ
、
版
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
み
、
保
育
所
に
入
れ
な
い
待
機
児
童
も
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
社
会
保
障

に
要
す
る
費
用
も
増
加
の
一
途
で
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
福
祉
の
分
野
で
は
、
制
度
改
正
が
毎
年
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
全
編
に
わ
た
り
見
直
し
、

最
新
情
報
・
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
、
第
１
次
改
訂
版
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
版
で
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
主
に
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
高
齢
者
福
祉
…
…
年
金
で
変
化
が
あ
り
、
共
済
年
金
が
厚
生
年
金
へ
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

○�

介
護
保
険
…
…
通
常
３
年
ご
と
に
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
平
成
27
年
４
月
施
行
の
改
正
に
対
応
し

ま
し
た
。
①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
費
用
負
担
の
公
平
化
な
ど
で
す
。

○
子
ど
も
家
庭
福
祉
…
…
「
認
定
こ
ど
も
園
」
な
ど
新
し
い
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

○
障
が
い
者
福
祉
…
…
「
自
立
支
援
」
か
ら
「
総
合
支
援
」
に
変
わ
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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○
生
活
保
護
…
…
生
活
困
窮
者
支
援
法
の
施
行
、
生
活
保
護
の
見
直
し
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
各
分
野
に
わ
た
る
興
味
深
い
話
題
を
「
コ
ラ
ム
」
と
し
て
挿
入
し
ま
し
た
。

　

本
書
の
特
長
は
、
高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
、
子
ど
も
家
庭
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
生
活
保
護
、
地
域

福
祉
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
福
祉
分
野
の
基
礎
知
識
や
課
題
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
１
冊
で
解
説
し
て
い
る
点
に
あ

り
ま
す
。
埼
玉
県
富
士
見
市
で
福
祉
課
長
や
総
合
政
策
部
長
を
務
め
た
著
者
の
経
験
か
ら
も
、自
治
体
に
は
、

縦
割
り
組
織
に
と
ら
わ
れ
な
い
横
断
的
な
連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

自
治
体
職
員
が
は
じ
め
て
福
祉
部
門
に
配
属
さ
れ
た
と
き
、
福
祉
の
全
体
像
を
俯
瞰
し
て
お
く
こ
と
に
よ

り
、
職
務
遂
行
・
窓
口
で
の
市
民
対
応
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
管
理
職
が
議
会
答
弁

を
す
る
際
の
デ
ー
タ
づ
く
り
の
一
助
と
し
て
「
こ
う
し
た
本
が
あ
れ
ば
」
と
著
者
自
身
が
思
っ
て
い
ま
し
た
。

本
書
が
、
現
場
で
奮
闘
す
る
自
治
体
職
員
、
福
祉
を
学
ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
広
く
福
祉
に
か
か
わ

る
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

二
〇
一
七
年
四
月

�

石
川 

久　
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第
２
章　

高
齢
者
福
祉

12

年
金
制
度

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
所
得
保
障

高
齢
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
収
入
が
な
く
な
っ
た
と
き
の
所
得

保
障
の
し
く
み
が
、
公
的
年
金
制
度
で
す
。
公
的
年
金
制
度
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
団
体
が
保
険
者
と
な
り
、
全
国
民
に
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
た
制
度
で
、「
国
民
皆
年
金
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

主
に
、
①
農
業
者
、
自
営
業
者
な
ど
が
加
入
す
る
国
民
年
金
、

②
民
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
が
加
入
す
る
厚
生
年
金
、
③
公
務

員
や
私
立
学
校
の
教
職
員
が
加
入
す
る
共
済
年
金
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
基
礎
年
金
で
す
か
ら
、
自
営
業
者
だ
け
で
な
く
、

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
の
被
用
者
年
金
制
度
の
被
保
険
者
も

加
入
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
金
加
入
者
と
そ
の
配
偶

者
に
も
、
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
は
、
こ
の
基
礎

年
金
に
、
加
入
期
間
と
そ
の
間
の
収
入
の
平
均
に
応
じ
て
計
算
さ

れ
る
報
酬
比
例
の
年
金
を
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
の
役
割

年
金
の
財
政
方
式
に
は
、
積
立
方
式
（
あ
ら
か
じ
め
積
み
立
て

る
）
と
賦
課
方
式
（
現
役
世
代
が
高
齢
者
を
支
え
る
）
が
あ
り
ま

す
が
、
日
本
の
場
合
は
、
あ
る
程
度
の
積
立
金
を
有
し
な
が
ら
、

賦
課
方
式
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
の
意
義
・
役
割
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
高
齢
者
の
基
本
的
な
収
入
を
支
え
、
貧
困
に
陥
る
こ
と
を
防
止

②
現
役
世
代
は
、
年
を
と
っ
た
親
の
心
配
を
し
な
く
て
よ
い

③
障
が
い
者
に
な
っ
た
と
き
に
保
障
が
受
け
ら
れ
る

④
老
後
に
つ
い
て
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る

⑤
高
齢
者
の
消
費
活
動
が
期
待
で
き
る

⑥
こ
れ
ら
が
相
ま
っ
て
社
会
経
済
の
安
定
が
図
ら
れ
る

市
町
村
は
、国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
の
手
続
き
の
窓
口
で
す
。
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日本の公約年金制度のしくみ

公的年金全体の資金の流れ

加入者数
3,599万人

（民間サラリーマン）２
階
部
分
１
階
部
分

加入者数
441万人

（公務員等※1）
（数値は、平成27年3月末）

厚生年金保険

国民年金（基礎年金）

自営業者など 会社員 公務員など 第2号被保険者の
被扶養配偶者

4,039万人1,742万人 932万人
第1号被保険者 第2号被保険者※2 第 3号被保険者

6,713万人

国民 年金制度

国等

保険料
○公的年金加入者数（平成26年度末）

6,721万人
　 国民年金第１号被保険者 1,742万人
　 国民年金第２号被保険者等 4,038万人
　 国民年金第３号被保険者 932万人
※上図参照
○受給権者数（平成25年度末）
3,950万人（国民の３割）

※平成26年３月１日時点の総人口（総務
省統計局）に対する割合である。

・基礎年金（40年加入）
月額65,008円

・厚生年金（夫婦2人分の標準的
な年金額）

月額221,507円

国民年金
厚生年金
共済年金

（平成27年10月より厚生年金に統合）

厚生年金、国民年金
の年金積立金資産額
（平成26年度決算）

145.9 兆円
（時価ベース）

年金への国庫等負担
（平成27年度予算ベース）

12.2 兆円

○高齢者世帯の所得の約７割は公的年金
　高齢者世帯の所得（300.5 万円）に占め
る公的年金・恩給の割合 67.6％（203.3
万円）
 （平成26年国民生活基礎調査）

（平成26年度）

（平成27年度予算ベース）

国民年金保険料：
 15,590円（27.4～）
〈最終〉
16,900円（29.4～、16年度価格）
厚生年金保険料率：
 17.828％（27.9～）
〈最終〉18.3％（29.9～）

35.1 兆円
（国民所得の約9％）

年金給付

（平成27年度予算ベース）

cf. 国の一般歳出
　（平成27年度当初予算）
　　　　　　　57.4 兆円

54.2 兆円
（公的年金の給付費）

出典：厚生労働省資料

※１　�被用者年金制度の一元化に伴い、平成 27年 10 月 1日から公務員および私学教職員も厚生年金に加入。
また、共済年金の職域加算部分は廃止され、新たに年金払い退職給付が創設。ただし、平成 27年９月
30日までの共済年金に加入していた期間分については、平成 27年 10月以後においても、加入期間に応
じた職域加算部分を支給。

※２　�第 2号被保険者等とは、被用者年金被保険者のことをいう（第２号被保険者のほか、65歳以上で老齢、
または、退職を支給事由とする年金給付の受給権を有する者を含む）。

出典：厚生労働省資料

◆�公的年金制度は、加齢などによる稼得能力の減退 ･ 喪失に備えるための社会保険。（防貧
機能）

◆�現役世代は全て国民年金の被保険者となり、高齢期となれば、基礎年金の給付を受ける。（1
階部分）

◆�民間サラリーマンや公務員等は、これに加え、厚生年金保険に加入し、基礎年金の上乗せ
として報酬比例年金の給付を受ける。（2 階部分）
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第
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介
護
保
険

介
護
保
険
の
し
く
み

3
介
護
保
険
は
社
会
保
険

「
保
険
」
は
、
掛
金
を
払
い
、
万
一
の
時
に
備
え
る
相
互
扶
助

の
し
く
み
で
す
。
生
命
保
険
や
損
害
保
険
な
ど
民
間
の
保
険
も
多

く
あ
り
ま
す
が
、国
や
自
治
体
な
ど
公
的
団
体
が
行
う
保
険
は「
社

会
保
険
」と
い
い
ま
す
。
介
護
保
険
も
こ
れ
に
当
た
り
、
法
律
上
、

「
私
は
入
ら
な
い
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
の
保
険
者
（
実
施
責
任
者
）
は
、
市
区
町
村
で
す
。

そ
し
て
、
被
保
険
者
（
保
険
へ
の
加
入
者
）
は
、
65
歳
以
上
の
第

１
号
被
保
険
者
と
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第
２
号
被
保
険
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
号
の
65
歳
以
上
の
場
合
、
要
介
護
状
態
（
寝
た
き
り
、
認

知
症
等
で
介
護
が
必
要
な
状
態
）、
要
支
援
状
態
（
日
常
生
活
に

支
援
が
必
要
な
状
態
）
の
と
き
に
、
介
護
保
険
を
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
第
２
号
の
64
歳
ま
で
の
場
合
の
利
用
は
、
要
介
護
、
要

支
援
状
態
が
、
末
期
が
ん
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
等
の
加
齢
に
起
因
す

る
疾
病
（
特
定
疾
患
）
に
よ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定

被
保
険
者
が
介
護
保
険
を
利
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
要
介
護
度

を
確
認
す
る
た
め
、
市
区
町
村
が
行
う
要
介
護
認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
要
介
護
認
定
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
１
次

判
定
、
主
治
医
の
意
見
書
な
ど
を
も
と
に
、
医
師
や
社
会
福
祉
士
、

看
護
師
な
ど
の
専
門
家
で
組
織
さ
れ
る
介
護
認
定
審
査
会
の
２
次

判
定
を
経
て
、
市
区
町
村
が
決
定
し
ま
す
。

要
介
護
状
態
の
区
分
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
金
額
（
支

給
限
度
額
目
安
、
約
５
万
円
か
ら
約
36
万
円
＝
単
価
差
が
あ
る
た

め
自
治
体
で
異
な
る
）
に
応
じ
て
認
定
さ
れ
ま
す
（
図
表
参
照
）。

被
保
険
者
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、
原
則
と
し
て
、

そ
の
１
割
（
一
定
以
上
の
所
得
者
は
２
割
）
を
自
己
負
担
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
場
合
「
非
該
当
」
と
判
定
さ
れ
ま
す
。
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介護保険制度のしくみと費用負担

要介護度別の支給限度額と平均的な利用額

※平成 27年介護給付費実態調査（５月審査分）を基に作成。
（注）額は介護報酬の１単位を 10円として計算。
出典：厚生労働省資料

（注）�‌第１号被保険者の数は、「平成 25年度介護保険事業状況報告年報」によるものであり、平成 25年度末現在
の数である。

　　�第２号被保険者の数は、社会保険診療報酬支払基金が介護給付費納付金額を確定するための医療保険者から
の報告によるものであり、平成 25年度内の月平均値である。

※平成 27年８月以降、一定以上所得者については費用の８割分の支払い及び２割負担。
出典：厚生労働省資料

支給限度額（円） 受給者１人当たり平均費用額（円）

要支援1 50,030 19,695

要支援2 104,730 35,879

要介護1 166,920 70,771

要介護2 196,160 98,464

要介護3 269,310 148,145

要介護4 308,060 180,352

要介護5 360,650 223,054

市町村（保険者）

市町村
12.5％

財政安定化基金

費用の9割分（8割分）
の支払い（※）

請求

1割（2割）負担（※）

居住費・食費

要介護認定

第１号被保険者
・65歳以上の者

サービス利用保険料
原則年金からの天引き

加入者（被保険者）

22％ 28％

税金
50％

保険料
50％

サービス事業者
○在宅サービス
　・訪問介護
　・通所介護　等
○地域密着型サービス
　・定期巡回・随時対応型訪問
　・介護看護
　・認知症対応型共同生活介護　等
○施設サービス
　・老人福祉施設
　・老人保健施設　等

都道府県
12.5％（※）

国
25％（※）

※施設等給付の場合は、
　国20％、都道府県17.5％

人口比に基づき設定

（平成27～29年度）

国民健康保険
健康保険組合など

（3,202万人）

第2号被保険者
・40歳から64歳までの者

（4,247万人）

全国プール

個別市町村
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障
が
い
者
福
祉

障
が
い
者
総
合
支
援
へ
の
移
行

4
応
能
負
担
を
原
則
に

多
く
の
指
摘
を
受
け
、
障
が
い
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で

の
間
に
行
う
こ
と
を
定
め
た
障
害
者
自
立
支
援
法
・
児
童
福
祉
法

等
の
一
部
改
正
が
、
平
成
24
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
の
検
討
を

踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
け
る
障

が
い
者
等
の
地
域
生
活
支
援
の
た
め
の
法
改
正
で
あ
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、主
な
改
正
事
項
と
し
て
、①
利
用
者
負
担
の
見
通
し
（
応

能
負
担
を
原
則
に
）、
②
障
害
者
の
範
囲
に
発
達
障
害
を
加
え
る
、

③
相
談
支
援
の
充
実
、
④
障
害
児
支
援
の
強
化
（
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
創
設
等
）、
⑤
地
域
に
お
け

る
自
立
し
た
生
活
の
た
め
の
支
援
の
充
実
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム
利
用
の
助
成
、
重
度
の
視
覚
障
害
者
の
同
行
援
護
サ
ー

ビ
ス
の
創
設
）、
⑥
そ
の
他
（
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
の

必
須
化
な
ど
）
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

総
合
支
援
法
が
施
行

平
成
24
年
６
月
、「
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け

て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
障
害

者
自
立
支
援
法
」
は
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
「
障
害
者
の
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」（
略
称
・

障
害
者
総
合
支
援
法
）
と
し
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
①
障
害
者
の
範
囲
に
難
病
を
加
え
る
（
障
害

児
の
範
囲
も
同
様
）　

②
障
害
支
援
区
分
の
創
設（
26
年
度
か
ら
）、

③
障
害
者
に
対
す
る
支
援
の
拡
大
（
26
年
度
か
ら
）、
④
サ
ー
ビ

ス
基
盤
の
計
画
的
整
備
（
市
町
村
の
役
割
）
な
ど
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
基
本
的
な
枠
組
は
、
従
来
の
支
援
法
を
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
施
策
を
段
階
的
に
講
じ
る
た
め
、
施
行

後
３
年
を
目
処
に
検
討
す
べ
き
事
項
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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障害者総合支援法による障害福祉サービス

①居宅介護
　（ホームヘルプ）

自宅で、入浴、排せつ、食事の介護等を行う

②重度訪問介護
重度の肢体不自由者等で常に介護を必要とする人に、自宅で、入浴、
排せつ、食事の介護、外出時における移動支援などを総合的に行う

③同行援護
視覚障害により、移動に著しい困難を有する人に、移動に必要な情報
の提供（代筆・代読を含む）、移動の援護等の外出支援を行う

④行動援護
自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避す
るために必要な支援、外出支援を行う

⑤重度障害者等包括支援
介護の必要性がとても高い人に、居宅介護等複数のサービスを包括
的に行う

⑥短期入所
　（ショートステイ）

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で、
入浴、排せつ、食事の介護等を行う

⑦療養介護
医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の
管理、看護、介護及び日常生活の世話を行う

⑧生活介護
常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を
行うとともに、創作的活動又は生産活動の機会を提供

⑨障害者支援施設での夜間
　ケア等（施設入所支援）

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を
行う

＜介護給付＞

①自立訓練
　（機能訓練・生活訓練）

自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期間、身体機能
又は生活能力の向上のために必要な機能訓練と生活訓練を行う

②就労移行支援
一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識
及び能力の向上のために必要な訓練を行う

③就労継続支援
　（A型＝雇用型、
　B型＝非雇用型）

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知
識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。雇用型のＡ型と、非
雇用型のＢ型がある

④共同生活援助
　（グループホーム）

共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行う。また、入
浴、排せつ、食事の介護等の必要性が認定されている人には介護サ
ービスも提供。さらに、グループホームを退居し、一般住宅等への
移行を目指す人のためにサテライト型住居（早期に単身等での生活
が可能であると認められる人の利用が基本）がある。＊平成 26 年
4 月 1 日から共同生活介護（ケアホーム）はグループホームに一元
化された

＜訓練等給付＞

①移動支援 円滑に外出できるよう、移動を支援

②地域活動支援センター 創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流等を行う施設

③福祉ホーム
住居を必要としている人に、低額な料金で、居室等を提供するとと
もに、日常生活に必要な支援を行う

＜地域生活支援事業＞

出典：全国社会福祉協議会「障害福祉サービスの利用について」（平成 27年４月版）をもとに作成


